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南部保育園で９月１４日、園児の祖父母や地元老人会の方を招いて１日入園が行われました。おじいちゃん、おばあちゃんと子どもたちは、一緒に
折り紙をしたり元気に歌ったりして楽しいひとときを過ごしました。 

2011

October

成人式実行委員を募集 o
自分たちで企画し、成人式を盛り上げてみませんか。 

子ども手当が変わります 
１０月分から支給額が変わります。申請が必要です。 

10月1日号 

循環バスアンケート 
車内にアンケートを設置します。回答にご協力ください。 

ゴミゼロ運動 
１０月２４日に行います。多くの方の参加をお願いします。 
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一緒に楽しくふれあい遊び 一緒に楽しくふれあい遊び 
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広報あぐい　２０１１年１０月１日号

阿久比町循環バス車内で利用者アンケートを実施
　阿久比町循環バスが１０月１日に試行運行を開始しました。その車内にアンケート用紙を備え、
利用者の皆さんにアンケートを実施します。

１．座席背面のポ

ケットに差し込ん

である黄色のボー

ドをお取りくださ

い。

２．備え付けの筆記

具で、ボードにあ

るアンケートにお

答えください。

３．アンケート記入

後に、ボードから

記入済みの用紙を

引き抜いてくださ

い。

４．記入済みのアン

ケート用紙を出入

口前の回収ボック

スに入れてくださ

い。

　アンケート用紙は、お持ち帰りいただき、後日回収ボック
スへ入れていただいても構いません。役場防災交通課の窓口
でも受け付けます。
　アンケートの結果は、今後、ルートやダイヤの見直しを行
う際の参考資料とさせていただきますので、ご協力ください。

□問い合わせ先　防災交通課　�（４８）１１１１（内２７７）

循環バス車内での
飲食は、ご遠慮く
ださい。

１０月１日から阿久
比駅前ロータリー
に循環バスが発着
します。
バス停留所での自
家用車などの駐停
車は、ご遠慮くだ
さい。

　町内６会場で９月２日～９月１３日、循環
バスに関する地区説明会を行いました。合
計１７１人に参加いただきました。

地区説明会を開催しました
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中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ 中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ 中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ 

□問い合わせ先　住民福祉課児童福祉係　�（４８）１１１１（内２２６）

１０月から「子ども手当」が変わります
申請をお忘れなく！！

（これまで子ども手当を受け取っていた方も、
申請が必要です。）

１０月分からの支給額は以下のように変わります。

【手当の月額】（平成２３年１０月分～平成２４年３月分）
　・０歳～３歳未満　　　：１５,０００円（一律）
　・３歳～小学校修了前　：１０,０００円（第３子以降は１５,０００円）
　・中　学　生　　　　　：１０,０００円（一律）
※１０月分～１月分の手当は平成２４年２月に、２月・３月分の手当は平成２４年６月に支払われます。

１０月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方かど
うか審査しますので、これまで受け取っていた方については、１０月中
旬（予定）に対象世帯に申請関係書類を郵送します。
記入の方法に従い記入し、返信用封筒で返信してください。
　郵送されなくても対象となる場合もありますので、住民福祉課に問い合わせく

ださい。

（※公務員の方は勤務先へ申請）

平成２４年３月末までに申請をすれば、１０月分からの手当を受け取ることができます。

ご注意ください！
以下の方は速やかに申請して下さい。

（３月までに申請してもさかのぼって受け取れません。）
・１０月以降に他の市町村へ転居した方　　・１０月以降にお子さんが生まれた方

１０月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日（転出予定日）の次の日から、１０月以降
にお子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて１５日を経過するまで
に必ず申請してください。

申請が 
必要です 
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

�������

●敬老会で長寿を祝う

町主催の敬老会が９月１１日、勤労福祉センター（エ
スペランス丸山）で行われ、７０歳以上の高齢者約３００
人が集まりました。
式典では、町長、社会福祉協議会会長による「敬老

のことば」や来賓による祝辞があり、長年にわたり社
会に貢献した皆さんの長寿を祝いました。
式典後には、アトラクションとして和太鼓サークル

「歩童」や阿久比中学校吹奏楽部による演奏披露があ
り、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

阿久比中学校吹奏楽部の演奏

●兄妹で水泳ジュニアオリンピック出場

「全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳
競技大会」（８月２５日～３０日に東京都で開催）に出場
した木村亮太君（阿久比中２年）と木村莉緒さん（南
部小６年）が９月１日、町長室へ報告に訪れました。
２人は兄妹で同大会に３年連続の出場です。２人は出
場した種目で自己ベストを更新する活躍でした。
また、この日は併せて、莉緒さんが８月の「とびう
お杯全国少年少女水泳競技大会」２００メートル自由形
で第３位になった報告もあり、獲得した賞状とメダル
を持ってきてくれました。

木村亮太君（中）と莉緒さん（右）

●幼稚園で月見団子作り

中秋（旧暦８月１５日）にあたる９月１２日、ほくぶ幼
稚園で月見団子作りがありました。
まずは先生が生地作り。先生が作った生地は小さく

分けられ、エプロンを身に着けた園児たちが、小さな
手でがんばって丸めました。
２０分ほど蒸して団子は完成。自分たちで作った出来
立ての団子は、つやが出て、湯気も立ちとてもおいし
そう。待ちきれないとばかりに早速味わうと、園児た
ちからは笑みがこぼれ、口々に「おいしい」と声が上
がっていました。

生地を丸める園児たち

●お化けなんて怖くない

英保育園で９月２日、お化け大会がありました。
最初は年長児が挑戦。一人ずつお化け屋敷に入り、
スタンプを押します。部屋の奥には招待した“きつね
さん”が待っていて、合言葉をいうとクッキーを手渡
してくれました。部屋に入る前は不安気だった子も、
無事部屋から出てくると安心した様子に。まだ部屋に
入っていない子に「大丈夫だよ。怖くないよ」と励ま
していました。
その後、年長児がお化けになって年少の子たちを驚
かせたり、スタンプ押しを手伝ってあげたりして、み
んなでお化け大会を楽しみました。

“きつねさん”からクッキーをもらう園児
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九
月
五
日（
月
）

　

台
風
十
二
号
の
強
風
に
よ
り
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
が
倒
れ
て
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

七
月
の
台
風
六
号
で
一
度
、
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
自
然
の
力
は

凄
ま
じ
い
で
す
ね
。

　

幸
い
に
も
、
支
柱
を
交
換
す
る
な
ど
少

し
手
を
加
え
れ
ば
元
に
戻
り
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
大
丈
夫
で
し

た
か
。

九
月
十
四
日（
水
）

　

修
繕
後
も
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
ア
サ
ガ
オ
も
役
目
を
終
え
る
時

季
を
迎
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
日
中
は
暑
い
日
も
あ
り
ま
す

が
、
朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
こ
の

連
載
も
、
今
回
で
終
了
で
す
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
０
）

□対象者　阿久比町に住所のある方で
　①満６５歳以上の方
　②満６０歳以上６５歳未満の方で心臓、じん臓、呼吸器の機能障害（身
体障害者手帳１級）のある方とヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
機能障害のある方
□実施期間　平成２３年１２月２８日（水）まで（実施期間中に対象となる年
齢を迎える方は、対象年齢となった日から１２月２８日までです。）
□接種回数　１人１回
□接種料金　１,０００円（生活保護世帯、町民税非課税世帯の方は、申請
により免除されます。接種前に保健センター（オアシスセンター内）
で手続きをしてください。）

□実施場所　右の予防接種実施医療機関
□申込方法　予防接種実施医療機関にあらかじめ予約し、お出かけく
ださい。
□持ち物　保険証、身体障害者手帳の写し（対象者②に該当する方）
※　今年度、新しく対象になられる方のみ個別通知を送付します。そ
れ以外の方には、個別通知を送付しません。予診票は、各医療機関
のものを使用してください。
□問い合わせ先　環境衛生課　�(４８)１１１１（内３１１・３１２）

電話番号予防接種実施医療機関名

４８－２１３１飯　塚　医　院

４８－６３００ちた整形外科クリニック

４８－５５５１東ヶ丘クリニック

４８－３７３７山　田　内　科

４８－８７８７浅　井　外　科

４８－８８６６阿久比クリニック

４８－９０７４ハーブ内科皮フ科

４９－２５２５高津耳鼻咽喉科

４８－０２０２渡辺クリニック

４９－２１００岡田ハートクリニック

４７－１２７５竹内整形外科・内科クリニック

４９－０３７３あぐい南クリニック

４９－３１５４すみやクリニック

４９－３３２２眼科冨田クリニック
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１６７ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　

水
害
へ
の
備
え
は
、
普
段
の
心
構
え
と
、

水
害
時
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
が
重
要

で
す
。

○
日
常
の
備
え

　

洪
水
時
は
、
水
が
溢
れ
道
路
が
川
の
よ

う
に
な
り
、
地
形
が
一
変
す
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
側
溝
や
小
河
川
、
池
の
位

置
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

避
難
場
所
や
避
難
路
を
家
族
全
員
で
話

し
合
っ
て
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
時
の
連

絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
食
や
持
ち
出
す
物
な
ど
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
停
電
に
備
え

て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
乾
電
池
も

忘
れ
ず
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
の
周
り
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
は
な
い
か
、
窓
や
雨
ど
い
は
傷
ん
で
い

な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
な
ど
流
出
す
る
と
危
険
な
も
の
は
、

二
階
な
ど
浸
水
し
な
い
と
こ
ろ
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

○
緊
急
時
の
情
報
収
集

　

台
風
や
大
雨
の
時
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
も
有
効
な
手
段

で
す
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
レ
ー

ダ
ー
・
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」は
気
象
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
降
水
強
度
分
布
と
、
降
水
域

の
移
動
状
況
を
基
に
、
一
時
間
先
ま
で
の

十
分
間
ご
と
の
雨
量
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

四
方
で
予
測
し
、
十
分
ご
と
に
更
新
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
川

の
防
災
情
報
」
で
は
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ

の
画
像
や
雨
量
、
県
管
理
河
川
の
水
位
を

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
町
を
流
れ
る

「
阿
久
比
川
」「
十
ヶ
川
」
の
水
位
も
情

報
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
情
報
の
混
乱
が
被
害
を
大

き
く
し
ま
す
。
自
主
防
災
の
基
本
で
あ
る

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
も
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
迅
速
で
正
確
な
情
報
入
手
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 

阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 
阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 

「川の防災情報」は 
阿久比町ホームページからアクセスできます 

http://www.kasen-owari.jp/

気象庁ホームページ「レーダー・降水ナウキャスト」 
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

水害への備えは 

　　　　　 ですか 大丈夫 大丈夫 大丈夫 
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な
く
そ
う「
枯
れ
草
火
災
」 

　
枯
れ
草
と
な
る
前
に
刈
り
取
り
を 

　

季
節
が
変
わ
り
、
北
風
が
吹
く
こ
ろ
に

な
る
と
、
青
々
と
し
て
い
た
草
も
い
つ
し

か
枯
れ
草
と
な
り
、
枯
れ
草
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

枯
れ
草
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
子

ど
も
の
火
遊
び
な
ど
の
小
さ
な
火
か
ら
容

易
に
燃
え
広
が
り
ま
す
。

　

特
に
建
物
に
近
い
と
こ
ろ
に
繁
茂
し
て

い
る
枯
れ
草
は
、
危
険
性
が
高
い
の
で
消

防
署
で
は
、
早
い
時
期
の
刈
り
取
り
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
・
管
理
者
は
、
建
物
か
ら

十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
（
草
丈
二
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
刈
り
取
り
、
安
全
な

方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
は
、
十
一
月
か
ら
町
内
の
枯
れ

草
繁
茂
地
を
調
べ
、
火
災
予
防
上
危
険
な

場
所
は
刈
り
取
り
を
依
頼
し
ま
す
。

　

建
物
の
近
く
に
枯
れ
草
が
繁
茂
し
て
い

る
よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
防

署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
消
防
署
阿
久
比

支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

建物から１０m以内の 
枯草は 　　 です 危険 危険 危険 
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総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
受
け
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
十
月
十
七
日（
月
）か

ら
二
十
三
日（
日
）ま
で「
行
政
相
談
週
間
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

□
阿
久
比
町
の
行
政
相
談
員

　

伊
藤
政
則
さ
ん　

�（
４
８
）７
２
２
７

　

※　

行
政
相
談
員
と
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
で
は
、

次
の
と
お
り
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
、
税
金
、
登
記
な
ど
の
行
政
相
談

を
は
じ
め
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
相

談
、
ま
た
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
愛
知
県
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
た

め
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
月
十
九
日（
水
）　

午
前
十

時
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

ア
ス
ナ
ル
金
山
「
ア
ス
ナ
ル

ホ
ー
ル
」（
名
古
屋
市
金
山
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　

�
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
５

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
次
の
と
こ
ろ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

□
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
（
相
談
時
間

は
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
、
祝
日
・
年

末
年
始
は
休
み
）

　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
‐　

‐　
２３

３１

　

栄
町
ビ
ル
九
階

　

�
０
５
２（
９
６
１
）４
５
２
２

□
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
総
務
省
中
部
管

区
行
政
評
価
局
首
席
行
政
相
談
官
室
）

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
四
階

　

�（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０
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　水はわたしたちの生命を保つために必要不可欠であり、炊事、洗濯、風呂、トイレなど日常生活のあらゆる場面で使用されています。
　しかし、社会経済が発展し、生活水準が向上するにつれて、水の汚れが目立つようになりました。
　水の恵みを受けるのは私たち人間だけでなく地球上のすべての生物であり、将来にわたり安心で安全かつ豊かな水環境を守っていか
なければなりません。
　水の汚れは、生活排水が大きな原因となっています。美しい川や海をいつまでも大切に守っていくためにも、家庭でできる生活排
水対策にご協力ください。

○　調理くずや食べ物の残りは、水と一緒に流さないようにしましょう。
○　流しの排水口には、目の細かいストレーナーや水切りネットを備え
ましょう。
○　食器についた汚れは、ふき取ってから洗いましょう。
○　米のとぎ汁は、庭や畑にまきましょう。水に流してしまえば汚れで
すが、植物には栄養分になります。
○　みそ汁などは作り過ぎないようにしましょう。
○　油はできるだけ使い切りましょう。やむを得ず残った場合は、吸着
剤を使ったり、牛乳パックに新聞紙を入れて吸着させたりするなどし
て、燃えるごみとして出してください。
○　洗剤やシャンプーなどは適量を使いましょう。たくさん使っても洗
浄力は変わりません。
○　側溝、排水路に汚泥がたまると腐敗して悪臭を放つことがあります。
放流ますや家の周りの清掃にあわせて定期的に清掃しましょう。
○　浄化槽の正しい維持管理を実施しましょう。

　し尿や生活排水をきれいにし、水環境の保全に大きな役割を果たしている浄化槽。浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を
きれいにしているため、維持管理を行わないと浄化槽の機能が低下し、水質汚濁の原因となります。

　大切な水環境を守るために、浄化槽の正しい維持管理を実施しましょう。
浄化槽の維持管理に重要な３つの項目
　浄化槽が安定した機能を維持できるよう法律により保守点検、清掃、法定検査が義務づけられています。
　☆　保守点検
　　　一般的な家庭用の２０人槽以下の浄化槽では、４カ月に１回（全ばっき方式は３カ月に１回）以上行うことになっています。
機器の点検 ･調整 ･修理や消毒薬の補充などを行います。

　☆　清掃
　　　槽内にたまった汚泥や浮遊物を引き抜き、機械類や付属装置の洗浄や清掃を行います。清掃は、年に１回以上行うことに
なっています。

　☆　法定検査
　　　法定検査には、新たに設置または構造や規模を変更した場合の浄化槽使用開始後３カ月を経過した日から５カ月以内に行
う浄化槽設置後検査（７条検査）と、その後毎年 1回定期的に行う定期検査（１１条検査）があります。

　○　法定検査などは専門業者へ
　　　保守点検は愛知県の登録業者に、清掃は阿久比町の許可を受けた浄化槽清掃業者【（株）アグメント�（４８）３５９４／トーエイ
（株）�０５６２（８３）３８８０】に依頼してください。

　　　法定検査については、愛知県が指定した検査機関【阿久比町では（社）愛知県薬剤師会�０５２（６８３）１１３１】の検査を受けてく
ださい。

　　　保守点検と清掃の記録は、３年間は大切に保存してください。

　○　市街化調整区域に住んでいる方は合併処理浄化槽を設置しましょう
　　　浄化槽の新設時には原則として合併処理浄化槽の設置が義務づけられています。すでに設置されている単独処理浄化槽に
ついても、合併処理浄化槽への転換の努力義務が課せられています。

　　　合併処理浄化槽の設置費用を補助する制度もあります。設置地区などの条件や数に限りがありますので、環境衛生課に相
談してください。

□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７・３１０）
　　　　　　　　愛知県水地盤環境課　�０５２（９５４）６２１９
　　　　　　　　知多県民センター環境保全課　�（２１）８１１１

浄化槽は維持管理が必要です

家庭でできる生活排水対策

牛乳パックの中 
新聞やぼろ布を詰めて 

染み込ませる 

流さない工夫 
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■ 平成２４年阿久比町成人式実行委員を募集中 ■ 
 　平成２４年１月９日（成人の日）に

開催する平成２４年阿久比町成人式の
実行委員を募集しています。 
　自分たちの力で、一生に一度しかな
い成人式を盛り上げてみませんか。多
くの方の応募をお待ちしています。 

実行委員の主な仕事 

・ 成人式式典の司会、運営 

・ アトラクションの企画・運営 

・ 思い出のスライド作成　など 

応募・問い合わせ先 

社会教育課 

fl（４８）１１１１（内２６２） 

電子メールアドレス 

　shakyo＠town.agui.lg.jp 

 

応募対象 

応募期限 

１０月１７日（月） 

平成２４年成人式参加対象者 

　阿久比町在住で 

　平成３年４月２日～ 

　平成４年４月１日生まれの方 
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ９８ 

　町では、海外での生活を通して国際的な視野をもった心豊かな人材

を育成することを目的として、平成６年度から中学生海外家庭生活体

験事業を行っています。１７回目となる今年度は、派遣先をニュージー

ランドからカナダに変更し、８月１６日（火）～８月２５日（木）の１０日間、

１０人の生徒が行ってきました。カナダのバンクーバーでは、７日間の

ホームステイを行い、海外の家庭生活を体験しました。

　午前中は語学学校で外国人講師の英語の授業を受け、午後はバン

クーバー周辺で英会話の実地訓練を行いました。生徒たちは語学学校

まで約 1時間、バスや電車を乗り継ぎ、学校まで一人で登校しなけれ

ばなりません。初日は遅刻する生徒もいましたが、なかなか通じない

英語で道やバス停の場所を訪ね、苦労して登校しました。

　ホームステイ先でも苦労は絶えなかったようです。言葉が通じな

かったり、食事や生活習慣の違いに戸惑ったりの生活を体験しました。

それでも生徒たちにとってはどれも貴重な体験であり、充実した毎日

となりました。

　そんな彼らを支えてくれたのは現地の人たちでした。道に迷えば通

カナダでの体験を通して
（中学生海外家庭生活体験事業）

りすがりの人が道を教えてくれたり、携帯電話を貸してくれ

たり親身になって助けてくれたようです。ホストファミリー

も生徒を優しく受け入れてくれ、彼らの話を理解するまで何

度でも聞いてくれました。

　この体験事業を通して、生徒は多くの人の優しさに触れる

ことができ、感謝の気持ちでいっぱいになりました。また、

自分の気持ちを相手に伝えることの大切さ、思いが伝わった

ときの嬉しさを実感したようです。今後この１０人が、国際感

覚を磨き、英語力を高め、国際社会で活躍することを期待し

ています。

〈ホストファミリーと一緒に〉

〈語学学校で修了証を受け取って〉

　今回の体験事業の様子は、阿久比中学校のブログに、中

学校の日々の様子とともにアップされています。阿久比中

学校ホームページ（http://blog.goo.ne.jp/aguichu/）

「日々の歩み（阿久比中ブログ）」の

８月１６日～８月２５日の記事をご覧く

ださい。携帯電話でＱＲコードを活

用して見ることもできます。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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次
の
十
六
冊
か
ら
好
き
な
図
書
を
読
ん

で
、
簡
単
な
読
書
感
想
文
を
は
が
き
に
書

い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。選
考
に
よ
り
、
図

書
カ
ー
ド
ま
た
は
児
童
図
書
を
贈
り
ま
す
。

□
読
書
感
想
文
募
集
図
書

幼
児
向

　
『
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
し
あ
わ
せ
な
い

ち
に
ち
』
／
バ
レ
リ
ー
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

作
・
絵
／
三
原
泉
訳
／
偕
成
社
、『
む
し

の
か
お
』
／
新
開
孝
作
／
ポ
プ
ラ
社
、『
わ

す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の
』
／
ス
ー
ザ

ン
・
バ
ー
レ
イ
作
・
絵
／
小
川
仁
央
訳
／

評
論
社

小
学
校
低
学
年
向

　
『
続
・
し
ご
と
ば
』
／
鈴
木
の
り
た
け

作
／
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
、『
ひ
よ
こ
の
ア
ー

サ
ー
が
き
え
た
！
』
／
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ベ

ン
チ
リ
ー
作
／
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル

絵
／
福
本
友
美
子
訳
／
文
化
出
版
局
、『
く

ま
の
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い
』
／
こ
ん
の

ひ
と
み
作
／
い
も
と
よ
う
こ
絵
／
金
の
星

社小
学
校
中
学
年
向

　
『
ゆ
か
い
な
農
場
』
／
マ
ル
セ
ル
・
エ
ー

メ
作
／
さ
と
う
あ
や
絵
／
さ
く
ま
ゆ
み
こ

訳
／
福
音
館
書
店
、『
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は

大
き
い
ほ
う
が
お
母
さ
ん
』
／
鈴
木
克
美

作
／
石
井
聖
岳
絵
／
あ
か
ね
書
房
、『
グ

レ
ッ
グ
の
ダ
メ
日
記
』／
ジ
ェ
フ
・
キ
ニ
ー

作
／
中
井
は
る
の
訳
／
ポ
プ
ラ
社

小
学
校
高
学
年
向

　
『
ほ
こ
り
ま
み
れ
の
兄
弟
』／
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
・
サ
ト
ク
リ
フ
作
／
乾
侑
美
子
訳
／

評
論
社
、『
犬
た
ち
を
お
く
る
日　

こ
の
命
、

灰
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
』
／
今
西
乃
子
作
／
浜
田
一
男
写
真
／

金
の
星
社
、『
ち
ょ
っ
と
し
た
奇
跡　

―
晴

れ
た
日
は
図
書
館
に
行
こ
う〈
２
〉―
』
／

緑
川
聖
司
作
／
宮
嶋
康
子
絵
／
小
峰
書
店

中
学
生
・
高
校
生
向

　
『
テ
ィ
ム
ー
ル
国
の
ゾ
ウ
使
い
』／
ジ
ェ

ラ
ル
デ
ィ
ン
・
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
作
／
宮
尾

和
孝
絵
／
こ
だ
ま
と
も
こ
訳
／
小
学
館
、

『
わ
た
し
は
、
わ
た
し
』
／
ジ
ャ
ク
リ
ー

ン
・
ウ
ッ
ド
ソ
ン
作
／
吉
實
恵
絵
／
さ
く

ま
ゆ
み
こ
訳
／
鈴
木
出
版

青
年
向

　
『
お
お
き
な
木
』
／
シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ

ス
タ
イ
ン
作
／
村
上
春
樹
訳
／
あ
す
な
ろ

書
房
、『
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
』

／
朝
井
リ
ョ
ウ
作
／
集
英
社

□
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
作
品
名

と
感
想
、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学

年
ま
た
は
職
業
、
年
齢
を
記
入
の
上
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１　

愛
知
県
庁
内

　

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局

　
「
読
書
感
想
文
」
係

□
応
募
締
切　

十
一
月
四
日（
金
）必
着

□
主
催　

愛
知
県
、
愛
知
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
県
民
生
活
部

社
会
活
動
推
進
課
青
少
年
グ
ル
ー
プ　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
５

第
五
十
回
青
少
年
に
よ
い
本
を 

す
す
め
る
県
民
運
動 

『
十
月
は
強
調
月
間
』 

読
書
感
想
文
を
募
集

読
書
感
想
文
を
募
集 
読
書
感
想
文
を
募
集 

〜
育
て
よ
う
豊
か
な
心

〜
育
て
よ
う
豊
か
な
心 

　
　
　
　
　
　
読
書
か
ら
〜

　
　
　
　
　
　
読
書
か
ら
〜 

〜
育
て
よ
う
豊
か
な
心 

　
　
　
　
　
　
読
書
か
ら
〜 

　１０月２７日～１１月９日は読書週間です。読書週間事業として「あなたも図書館司書」
を開催します。
　小学生の皆さんに司書の仕事を体験してもらい、本への親しみ、図書館への関心
を深めてもらうことが目的です。
□日　時　１０月２２日（土）　午前の部（午前１０時３０分～正午）
　　　　　　　　　　　　午後の部（午後１時３０分～午後３時）
□場　所　町立図書館
□講　師　図書館司書
□内　容　装丁（本のフィルムかけ）
と受け付け業務

□対　象　４年生以上の小学生
□定　員　午前の部・午後の部各６人
（定員を超えた場合は抽選）

□申込期限　１０月１３日（木）
□申し込み・問い合わせ先
　町立図書館　�（４８）６２３１



12

広報あぐい　２０１１年１０月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
内
容　

図
書
館
事
務
の
補
助

□
勤
務
場
所　

町
立
図
書
館

□
勤
務
期
間　

十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
（
週
五
日
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）

□
勤
務
時
間　

　
（
火
曜
日
〜
金
曜
日
）午
後
一
時
半
〜
午

後
六
時　

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
）
午
前
九
時

〜
午
後
五
時

　
（
館
内
整
理
日
）午
前
九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　

金　

時
間
給
七
百
七
十
円
（
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
八
百
五
十
円
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


交
通
費
月
額
二
千
円
（
月
十
日
以
上
勤

務
で
自
宅
か
ら
勤
務
場
所
ま
で
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
ま
で
の
方

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
（
六
十

五
歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

十
月
二
十
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
図
書
館
係　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

次
の
方
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
請
求
期
限
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月

三
十
日
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
手
続
き

が
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

□
対
象
者
・
支
給
と
な
る
特
別
給
付
金

・
平
成
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に
戦
傷
病

者
な
ど
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま
た
は
同
日

以
降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
五
款
症
以
上

の
戦
傷
病
者
な
ど
と
な
ら
れ
た
方
の
妻

で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

に
お
い
て
戦
傷
病
者
な
ど
で
あ
る
夫
が

第
五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け

て
い
た
方　

五
年
償
還
の
国
債
額
面
十

五
万
円
（
軽
症
者
は
半
額
）　　

・「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は
「
第

二
十
回
特
別
給
付
金
」
の
受
給
権
を
取

得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
な
ど

で
あ
る
夫
が
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡

さ
れ
た
方　

五
年
償
還
の
国
債
額
面
五

万
円

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や

家
族
の
対
応
を
学
び
、
日
ご
ろ
の
悩
み
を

語
り
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
十
四
日（
金
）　

午
後
二

時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

愛
知
県
半
田
保
健
所　

四
階

大
会
議
室

□
対　

象　

ひ
き
こ
も
り
問
題
を
抱
え
る

家
族

□
定　

員　

三
十
人

□
講
義
・
講
師

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
支
援
」

　

こ
こ
ろ
の
あ
ん
し
ん
み
ん
な
の
研
究
所

　

代
表　

円
谷
俊
夫
氏

□
申
込
期
間　

十
月
三
日（
月
）〜
七
日

（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
健
康
支
援
課
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

自
殺
と
う
つ
病
の
関
係
は
と
て
も
強
い

上
に
、
約
二
十
人
に
一
人
が
う
つ
病
に
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
の
知
識
を
学
び
、
う
つ
病
を
抱

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�

え
る
方
の
家
族
同
士
の
交
流
が
で
き
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
十
一
日（
火
）　

午
後
一

時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

愛
知
県
半
田
保
健
所　

四
階

大
会
議
室

□
対　

象　

う
つ
病
を
抱
え
た
方
の
家
族

□
定　

員　

三
十
人

□
講
義
・
講
師　

　
「
う
つ
病
の
知
識
と
対
応
に
つ
い
て
」

　

南
知
多
病
院
精
神
科
医　

蜷
川
直
隆
氏

□
申
込
期
間　

十
月
三
日（
月
）〜
七
日

（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
健
康
支
援
課
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

障
害
者
を
対
象
に
生
活
の
幅
を
広
げ
る

機
会
と
し
て
、
趣
味
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
九
日
、
十
六
日
、
二

十
三
日
、
三
十
日
の
各
水
曜
日
（
計
四

回
コ
ー
ス
）
午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
定　

員　

八
人

□
参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
資
料
・

印
刷
代
は
実
費
（
数
百
円
程
度
）

□
申
込
期
間　

十
月
十
三
日（
木
）〜
二
十

二
日（
土
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
３

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる第５次阿久比町総合計画における
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「参画・協働の行動指針」

基本計画第２章・第６節　消費者行政
○消費生活に関する知識の習得に努めま

しょう。

○消費相談窓口を活用しましょう。
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Information

�
　

町
で
は
、
私
立
高
等
学
校
な
ど
へ
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者　

十
月
一
日
現
在
、
次
の
私
立

学
校
の
い
ず
れ
か
に
在
籍
し
て
い
る
生

徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）
で
阿

久
比
町
に
住
所
が
あ
る
方

（
学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ

れ
て
い
る
生
徒
や
国
、
県
そ
の
他
の
補

助
制
度
に
よ
り
授
業
料
負
担
の
な
い
生

徒
は
、
町
に
よ
る
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
）

・
高
等
学
校
（
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

制
課
程
）

・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

・
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
（
高
級
部
）

□
補
助
金
額　

年
額
九
千
円
（
上
限
）

□
申
請
期
間　

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
申
請
方
法　

次
の
書
類
を
学
校
教
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助
金
交
付

申
請
書
兼
請
求
書

・
十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書

※　

次
の
学
校
に
は
、
必
要
書
類
を
九
月

末
ご
ろ
送
付
し
ま
す
。
そ
の
他
の
学
校

の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
課
の

窓
口
で
必
要
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

	

さ
い
。

【
私
立
高
等
学
校
】　

愛
工
大
名
電
高
校
、

愛
産
大
工
業
高
校
、
瑞
穂
高
校
、
亨
栄

高
校
、
椙
山
女
学
園
高
校
、
星
城
高
校
、

大
同
高
校
、
中
京
大
中
京
高
校
、
市
邨

高
校
、
名
女
大
高
校
、
日
福
大
学
付
属

高
校
、
名
城
大
学
附
属
高
校
、
清
林
館

高
校
、
東
邦
高
校
、
東
海
高
校
、
弥
富

高
校
、
光
ヶ
丘
女
子
高
校
、
桜
花
学
園

高
校
、
名
古
屋
高
校
、
名
古
屋
工
業
高

校
、
滝
高
校
、
南
山
高
校
、
杜
若
高
校
、

桜
丘
高
校
、
誉
高
校
、
同
朋
高
校
、
東

海
学
園
高
校
、
中
部
第
一
高
校
、
豊
田

大
谷
高
校
、
啓
明
学
館
高
校

【
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
】　

あ
い
ち

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、
さ
つ
き
調
理
福

祉
学
院
、
東
海
工
業
専
門
学
校
、
桐
華

家
政
専
門
学
校
、
名
古
屋
工
学
院
専
門

学
校
、
名
古
屋
情
報
専
門
学
校
、
サ
ン

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、
山
本
学
園
情
報

文
化
専
門
学
校
、
安
城
生
活
福
祉
高
等

専
修
学
校
、
西
尾
高
等
家
政
専
門
学
校
、

愛
知
自
動
車
整
備
専
門
学
校
、
名
古
屋

綜
合
美
容
専
門
学
校
、
名
古
屋
福
祉
専

門
学
校

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
８
）

�□
日　

時　

十
月
十
五
日（
土
）　

午
後
一

時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
三
階
３
０
１
号
室

□
定　

員　

七
十
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費　

無
料

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

□
演　

題　
「
埋
蔵
文
化
財
を
考
え
る
」

□
講　

師　

日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総

合
研
究
所
所
長　

福
岡
猛
志
氏

□
申
込
期
限　

十
月
十
四
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

１
１
１
（
内
２
６
０
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）６
２
２
９

　

電
子
メ
ー
ル　

shakyo@
town.agui.lg.jp

�
　

家
庭
の
教
育
力
、
地
域
の
教
育
力
を
高

め
、社
会
全
体
で
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む「
子

育
て
の
社
会
化
」
を
推
進
す
る
た
め
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
託
児
も
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
な
ど
に
設
置

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
一
月
二
十
六
日（
土
）

　

午
後
一
時
か
ら

□
場　

所　

美
浜
町
総
合
公
園
体
育
館

□
内　

容　

地
域
の
優
良
家
庭
教
育
推
進

組
織
な
ど
の
顕
彰
、
家
庭
教
育
を
考
え

る
学
習
会
、
親
子
で
触
れ
合
う
交
流
会

□
講
演
会　

名
古
屋
唯
一
の
ア
ウ
ト
ド
ア

派
タ
レ
ン
ト
鉄
崎
幹
人
氏
に
よ
る

　
「
命
と
自
然
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」

□
申
込
期
限　

十
月
二
十
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
６
２
）

�□
対　

象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


取
得
を
目
指
す
方

□
日　

時　

十
一
月
十
九
日（
土
）と
二
十

日（
日
）の
二
日
間
。
一
日
目
は
午
前
九

時
十
分
〜
午
後
四
時
半
、
二
日
目
は
午

前
九
時
十
分
〜
午
後
三
時
四
十
分

□
場　

所　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

□
定　

員　

十
五
人
（
申
込
者
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

□
費　

用　

受
講
料
二
千
三
百
円
（
テ
キ

ス
ト
・
材
料
は
各
自
で
用
意
）

□
募
集
期
間　

十
月
三
日（
月
）〜
二
十
四

日（
月
）　

※
必
着

□
申
込
方
法　

は
が
き
に
講
座
名
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
名
・
勤
務
先
電
話
番

号
を
記
入
の
上
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
の
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
高

浜
高
等
技
術
専
門
校　

〒
４
４
４
―
１

３
２
４　

高
浜
市
碧
海
町
４
―
１
―
６

�
０
５
６
６（
５
３
）０
０
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
６（
５
２
）４
５
７
５

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

　

shugyo/koukyou/takaham
a/

�
　

愛
知
県
最
低
賃
金
が
十
月
七
日
か
ら
時

間
額
七
百
五
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
・
七
業
種
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
改
正
な
ど
の
た
め
調

査
審
議
中
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
労
働
基
準
監
督

署　

�（
２
１
）１
０
３
０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

森
と
緑
の
環
境
学
習
の
一
貫
と
し
て

「
あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
」
で
は
、
身
近
に
咲

い
て
い
る
�
花
�
を
利
用
し
た
染
物
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
十
一
日（
火
）

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
二
階　

調
理
室

□
定　

員　

三
十
人
程
度

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
１
０
）

�
　

東
部
知
多
衛
生
組
合
（
阿
久
比
町
・
大

府
市
・
豊
明
市
・
東
浦
町
）
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

一
人

□
職　

種　

一
般
技
術
職

□
応
募
資
格　

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
、
電
気
系
の
学
科
を
履

修
し
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

二
十
四
年
三
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

□
採
用
年
月
日　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

□
提
出
書
類　

採
用
試
験
申
込
書
、
履
歴

書
、
学
業
成
績
証
明
書
、
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書

　

※　

採
用
試
験
申
込
書
、
履
歴
書
に
つ

い
て
は
、組
合
規
定
の
も
の
を
使
用（
募

集
要
項
お
よ
び
採
用
試
験
申
込
書
、
履

歴
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


ロ
ー
ド
可
能
）

□
受
付
期
間　

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

十
月
十
一
日（
火
）〜
十
月
二
十
一
日

（
金
）　

午
前
八
時
半
〜
正
午
、
午
後
一

時
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
第
一
次
試
験
日
時

　

十
一
月
十
三
日（
日
）　

午
前
九
時

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
衛
生
組
合
庶
務
係

　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８
５
５

�
　

国
土
交
通
省
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三

重
県
、
名
古
屋
市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
や
交
通
計
画
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
が
鉄
道
・
バ
ス
・
自
動
車
・
自
転

車
な
ど
の
交
通
機
関
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
る
か
を
調
べ
る
「
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

無
作
為
に
選
ん
だ
ご
家
庭
に
、
十
月
〜

十
一
月
ご
ろ
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

郵
送
調
査
と
は
別
に
ど
な
た
で
も
ご
回

答
い
た
だ
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
も
実
施
し
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

中
京
都
市
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
相
談
窓
口

　

�
０
１
２
０（
１
０
１
）７
１
１

　

Ｈ
Ｐ　

https://chukyopt.info/

�
　

毎
年
十
月
は
、環
境
省
主
唱
に
よ
る「
全

国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
月
間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
愛
知
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


と
共
催
で
「
第
三
十
回
全
国
・
自
然
歩
道

を
歩
こ
う
大
会
愛
知
県
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

□
日　

時

　

十
月
十
六
日（
日
）午
前
九
時
集
合

　

午
前
九
時
半
に
石
作
公
園
発

　

午
後
二
時
半
に
犬
山
城
到
着
予
定

□
集
合
場
所　

犬
山
市
石
作
公
園
（
犬
山

市
松
本
町
４
‐　

）
８９

　

※
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
コ
ー
ス　

東
海
自
然
歩
道
ほ
か
（
犬
山

市
内
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
石
作
公

園
〜
善
師
野
駅
前
〜
不
老
公
園
〜
犬
山

国
際
交
流
村
〜
犬
山
城

□
参
加
費　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

□
そ
の
他　

小
雨
決
行
。
現
地
へ
の
交
通

費
は
自
己
負
担
。
昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
、
健
康
保
険
証
な
ど
は
各
自
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
環
境
部
自
然

環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
２
７

　町では地球温暖化防止対策の一環として、町民のクリーンエネルギー
利用を積極的に支援し、環境への負荷の少ない循環型社会の形成を図る
目的で、住宅用太陽光発電システムを設置する方に補助金を交付します。

対　象　
　町内の住宅に新たに対象システムを設置する方で、町税を滞納してい
ない方。

対象システム　
　低圧配電線と逆潮流有りで連系し、太陽電池の最大出力が１０キロワッ
ト未満の太陽光発電システム（未使用品に限ります。）。

補助金の額　
　１キロワット当たり２０,０００円に対象システムを構成する太陽電池の最
大出力値（単位はキロワットとし、小数第 2位を四捨五入）を乗じて得
た額です。
　補助金の上限額は８０,０００円です。

申し込み　
　環境衛生課窓口（オアシスセンター１階）で受け付けます。
　交付申請関係書類は、環境衛生課窓口で配布します。町ホームページ
からもダウンロードできます。

問い合わせ先
　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

住宅用太陽光発電システムの設置費を補助
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�上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
と
は
、
従
来
の
救
命
講

習
に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱

傷
の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
一
月
二
十
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後

六
時
・
半
田
消
防
署
・
定
員
三
十
人

（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
一
月
十
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半
・
半
田
消
防
署
北
部
出
張
所
・

定
員
二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

北
部
出
張
所　

�（
２
８
）５
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�
　
「
わ
ー
く
り
ぃ
知
多
」
は
、
中
小
企
業
で

働
く
事
業
主
、
勤
労
者
（
パ
ー
ト
労
働
者

を
含
み
ま
す
。）
を
対
象
に
、
福
利
厚
生
事

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

業
や
給
付
事
業
を
提
供
し
ま
す
。

　

新
規
会
員
募
集
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
十

月
一
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
に
新
規
加
入
さ
れ
た

方
（
二
人
以
上
の
事
業
所
）
に
、
会
員
一

人
に
つ
き
千
円
の
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
し
ま

す
。
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
も
ギ
フ
ト
券

を
進
呈
し
ま
す
。

□
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
共
済
給
付
事
業

・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
提
携
施
設
の
割
引

利
用

・
会
員
証
提
示
に
よ
る
協
力
店
割
引
利
用

・
従
業
員
の
健
康
管
理

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の

あ
っ
せ
ん

・
楽
し
い
催
し
を
開
催

・
専
用
夏
季
保
養
所
の
利
用

□
入
会
対
象
者　

中
小
企
業
で
働
く
勤
労

者
、事
業
主
の
方
。
個
人
事
業
主
、パ
ー

ト
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。（
事
業
所

単
位
で
の
加
入
の
た
め
個
人
で
の
加
入

は
で
き
ま
せ
ん
。）

□
入
会
金
・
会
費

　

入
会
金
一
人
千
円（
全
額
事
業
主
負
担
）

　

会
費
一
人
月
額
千
円
（
事
業
主
負
担
六

百
円
以
上
、
パ
ー
ト
従
業
員
分
補
助
あ

り
）

□
申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先　

　

わ
ー
く
り
ぃ
知
多
【
財
団
法
人
知
多
地

区
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事

務
局
（
東
海
市
立
勤
労
セ
ン
タ
ー
内
）】

　

�
０
１
２
０（
２
９
）５
５
０
９

�
　

榊
原
善
二　

様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
三
十
万
円
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


今今月月のの納納税税ななどど
町県民税　　　　　　　３期分
国民健康保険税　　　　３期分
介護保険料　　　　　　３期分
後期高齢者医療保険料　４期分
納期限は１０月 ３１日（月）です。

※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。
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柳

会

作

品
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，１９７　　（＋２７）

人　口　２６，３１７人（＋３９）

　男　　１２，９９８人（＋１２）

　女　　１３，３１９人（＋２７）

（　　）は前月との増減数

８月中の異動

　出生　２０　　転入　１０９

　死亡　２５　　転出　６５

平成２３年９月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内310・317） 

10月23日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区でごみ拾いに 
参加して美しい 

住みよいまちづくりに 
協力してくださいね。 

に参加を 


